
第161期 中間報告書 2008年1月1日から
2008年6月30日まで

株主メモ

住所変更、配当金の受取方法、名義書換、株券電子化などの株式に
関するお手続き・お問い合わせは中央三井信託銀行で承ります。

コーポレートサービス部 広報・ＩＲ担当 

0120-78-2031（フリーダイヤル）

各種お手続き用紙のご請求は下記のフリーダイヤルまたは
ホームページをご利用ください。

株式に関するお問い合わせ先

「株主の皆さまへ」に関するお問い合わせ

1月1日から12月31日まで

毎年3月に開催します

期末配当金 毎年12月31日

中間配当金 毎年6月30日

中央三井信託銀行株式会社

〒105-8574 東京都港区芝三丁目33番1号

中央三井信託銀行株式会社　証券代行部

〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目8番4号

中央三井信託銀行株式会社　全国各支店

日本証券代行株式会社　本店および全国各支店

電子公告により公告します。（http://www.shizuokagas.co.jp/）

※ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公告をすることができない場合は、日本経済新聞に掲載します。

500株

9543

事 業 年 度

定 時 株 主 総 会

配当金受領株主確定日

株主名簿管理人

　事 務 取 扱 所

　取 次 所

公 告 の 方 法

1単元の株式数

証 券 コ ー ド

電　話

054-284-7986電　話

コーポレートサービス部 総務担当
その他のお問い合わせ 

054-284-4153電　話

0120-87-2031（フリーダイヤル・２４時間受付：自動音声案内）電　話

http://www.chuomitsui.co.jp/person/p_06.htmlU R L

静岡ガス株式会社
〒422-8688　静岡市駿河区八幡一丁目5番38号
TEL.054-284-4141（代表）
http://www.shizuokagas.co.jp/

株主の皆さまへ
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代表取締役社長 岩崎 清悟
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アンケート結果のご報告

株式の状況

会社概要・施設見学会のご案内

原油をはじめとするエネルギー価格がどんどん上がり、直接的あるい

は間接的に食品や日用品の値段も高くなっています。こうしたエネルギ

ー価格高騰の時代にあって、ガス供給者としての静岡ガスの現状の取

り組みと将来の展望について、岩崎社長がご紹介します。

原油価格が一時150ドルに迫り、それにつれてLNG（液化
天然ガス）価格も上昇する大変な状況になっていますね。

これまでも申し上げてきましたが、まさに「大変動期」といっていい状況です。

為替や株と違ってモノづくりや暮らしに直結する原材料ですから、価格だけで

なく安定調達の面からも影響が心配されます。

当社が供給するガスは、2010年までにLNG換算で、100万トンに達します。

このうち約半分は、マレーシアや西豪州と長期輸入契約を結んでいます。

しかし、これらのLNG価格の上昇に加え、スポット市場で買い付けるLNG価格

の高騰の影響が大きく、売上高は伸びているものの利益が出にくい状況に

なっています。

1996年のLNG導入から13年目を迎え、LNG基地や基幹パイプラインなど

のインフラ整備がほぼ完了し、それに見合う大口需要家を開拓してきたことで、

スケールメリットによるコストダウン構造を確立したことが当社の大きな強みです。

しかし、状況が大きく変化したいま、スケールメリットを追求するこれまでのビジ

ネスモデルだけでは限界があります。これまでのような、石油系燃料に対する

キーワードは「低炭素社会」
高付加価値ビジネスへのシフトを推進します。
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天然ガスの価格的な優位性が維持される保証はなく、地域唯

一のLNG供給事業者としての責務を果たしつつ、より付加価

値の高いビジネスを創造していかねばならないと考えています。

高付加価値ビジネス創造への
具体的な取り組みをお聞きします。

キーワードは「低炭素社会」への貢献です。北海道洞爺湖

サミットでも地球温暖化防止が主要議題になりました。日本は

CO2などの温暖化ガス削減を図る「京都議定書」に批准し、

1990年に対して2008年からの5年平均で6%の排出削減を

約束し、「チームマイナス6%」の合言葉で、省エネルギー化、

太陽光・風力・再生可能エネルギーの開発などに取り組んで

います。

天然ガスは、他の石油系燃料に比べてCO2の排出量が少

ないので、ボイラーの燃料を重油から天然ガスに転換するだけ

で大きなCO2削減効果が得られます。さらに硫黄酸化物は全

く含まず、窒素酸化物などの有害物質の発生も少ないという

メリットがあります。

当社は、ガス販売量の80％以上を産業向けが占めており、

富士市の製紙産業をはじめエリア内の産業用エネルギー消

費量の約30%を供給しています。この需要をさらに掘り起こす

ために、単に重油からの転換だけでなく、ガスコージェネレー

ションシステムの導入や小型高性能な天然ガス焚きボイラーを

複数台設置して、工場の稼動状況に応じて必要な台数だけ

運転するなど、省エネルギー効果を高めるシステムを提案して

きました。

そして今後は、大口需要家だけでなく、街のクリーニング店

やスーパー銭湯、ビジネスホテル、居酒屋チェーンといった業

務用分野でも、新しいビジネスモデルを提案していきたいと

考えています。

地球に優しく、需要家の環境経営の
促進にもつながるわけですね。

まさに、そうです。例えば、エネルギー多消費型の病院には、

ESCO（エスコ：Energy Service Company）が有効です。

電気、ガス、温水などの使用状況を詳細に分析し、高効率設

備を提供して省エネ化を図り、その成果から対価をいただくと

いうビジネスです。当社では、電力会社、機器メーカーと連携し

て沼津市立病院に導入し、大きな成果をあげています。

さらに、お客さまの省エネルギー成果を権利化して、「排出権」

を求める他の企業に提供するといった新しいビジネスモデル

の構築もめざしていきます。

こうしたビジネスモデルを広げていくことで、お客さまや社会

に貢献しつつ高付加価値化を実現することができます。

家庭用における高付加価値化は
いかがでしょう。

私たちにとって大切なオリジンマーケットですが、率直にいっ

て、ここ数年はオール電化住宅に押されて、新商品を投入して

いるものの苦戦していました。

そこで、原点に戻って、約30万件のユーザーを訪ねる「ふれ

あい巡回」を展開しています。それとともに、ガスの火力の強さ、

利便性をご理解いただくための体感型ショールームを静岡、

柿田川、富士にオープンしました。家の新築や改築の際に、ご

夫婦同伴でお越しいただく方 も々増えています。工務店さんや

ハウスメーカーさんなどにもご利用を働きかけています。ご来

場いただいた方の反応はきわめて好評で、大半がガスの良

さを納得されてご採用いただいています。

当社では、ガスを使って発電・給湯・暖房の3役をこなす

「エコウィル」の普及に力を入れていますが、さらに技術開発

により商品化を間近に控えた燃料電池「エネファーム」の普及

も視野に入ってきました。

他の企業とのコラボレーションも重要に
なってきますね。

ESCOの例をご紹介しましたが、産業用、業務用、家庭用を

問わず、高度な技術・ノウハウ・専門知識をもつ有力企業との

アライアンス（連携）にいっそう力を注いでいます。

家庭用においても、ガスという熱エネルギーにこだわらないで、

例えば積水ハウスさんと協働で燃料電池と太陽光発電を組

み合わせた「CO2オフ住宅」の普及推進に取り組んでいます。

また、茨城県古河市で実験している各住宅に燃料電池や太

陽光発電などの小型分散電源を設置して地域で効率活用

する「マイクログリッド」にも参画しています。

そうした展開を図るためにも、
基盤となるLNGの将来にわたる
安定確保が重要ですね。

エネルギー事情は、中国・インドなどの新興経済国の発展も

あって、中長期的にはいっそう需給環境が厳しくなると思います。

地球環境問題についても、先進国は2050年に温暖化ガスを

半減する目標を掲げるなど、一段と「低炭素社会」への取り組

みが求められています。

この２つの課題に対して、どのように社会的責任を果たして

いくかが今後のテーマです。当社は、これまでも石炭ガスから

石油系ガス、LNGへと大胆な転換を図り、広域に供給を拡大

するなど、常に「チャレンジング・スピリット」を発揮して課題を克

服してきました。既成の枠に安住していては、今日はなかったと

思います。

このDNAのもと、世界的な資源獲得競争にあっても、経済

的で安定的な原料の確保に努めていきます。東京ガスとの連

携もその一環です。

「低炭素社会」への対応についても、お客さまの利便性を

損なうことなく持続可能な社会に貢献するため、人材を育成し

新たな分野に積極的に挑戦して、価値あるビジネスを創出し

ていきたいと考えています。



Business Partner Solutions
お客さまとともに、
いまを考え、明日の発展に貢献します。

Reliable 都市型需要や中小規模の工場への

普及を推進　

　静岡ガスでは、ホテルや飲食店、各種商

業施設など業務用を中心とした都市型需

要や中小規模の工場などを、今後重点的

に取り組むべきマーケットとして大きく期待

しています。

省エネルギー・高効率化に向けたシス

テム・サービスの提案

　静岡ガスでは、お客さまに最適なシステム

を提案し、お客さまとともに省エネ・高効率

化を実現していきます。このため、お客さま

のニーズを的確に把握し、高度で専門的な

エネルギー診断を行います。例えば、大型

の石油ボイラーから複数台の小型高性能

ガスボイラーへの転換により、負荷に応じて

個別制御することで大幅な省エネとCO2削

減を実現するシステムなど、お客さまの設備

や使用形態に合ったシステムやサービスを

提供しています。さらに、ＥＳＣＯ（エスコ：

Energy Service Company）事業という

形態で、お客さまにサービスをご提案する

ケースもあります。ＥＳＣＯ事業とは、お客さ

まの工場やビルの省エネルギー診断を行い、

省エネルギー実現のために包括的なサー

ビスを提供し、その結果得られる省エネル

ギー効果を保証するというものです。電気

と熱を大量に使用する工場や病院などで

大きな効果を発揮する「WIN-WIN」の

ビジネスモデルです。

羽衣伝説で有名な三保の松原とは庭続きの「羽衣ホテル」、文人・画家にも愛された気品の

ある宿です。

今年7月に重油から都市ガス用のボイラーに燃料転換しました。「きっかけは重油の高騰ですが、

天然ガスの環境性やメンテナンス費用の削減も大きな要素です。24時間お客さまをおもてな

しするホテルとして、静岡ガスの24時間保安体制も安心できます」（羽衣ホテル 遠藤社長）

高効率給湯器も導入し、大浴場や露天風呂、厨房の給湯に活躍しています。

天然ガスボイラーへの転換　天女の館 羽衣ホテル（静岡市清水区） c a s e  s t u d y

0504

給食の残りでバイオガス燃料電池を稼動

　低炭素社会の実現に向けて、全国で初
となる「小規模バイオガス燃料電池の実証
試験」に参画しています。静岡市立北部学
校給食センターから出る食品残さを発酵さ
せてメタンガスを回収。それに、濃度を安定
させるために都市ガス（天然ガス）を混合し、
そこから水素を取り出して燃料電池を稼動、
電気と熱を作り出します。
　本システムは、「しずおか新エネルギー大賞」
で静岡県知事賞を受賞するなど、県内外の
食品会社や自治体関係者から注目を集め
ています。
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省エネ・快適・安心をテーマに
豊かで実りある暮らしをお届けします。

Comfortable

工務店にお勤めのM氏。都市ガスの良さは、ショールームなども通じて、良くご存知でした。ご

自宅の新築に際し、家の前までガス管が埋設されたので、「ウィズガス住宅」にしました。「オ

ール電化も検討しましたが、便利さと快適さでガスを選びました。静岡ガスから、わが家のライ

フサイクルに合わせて、発電量を増やし温水を活用するプランをいただきました。床暖房

やピピッとコンロも満足。小さな子供もいるので、ガス衣類乾燥機も活躍しています。エコウィ

ルの発電量チェックが家族の日課です」

「エコウィル」の発電チェックが楽しみ　M氏邸（戸建住宅） c a s e  s t u d y

「ふれあい巡回」を通じて「近くて

頼れる」存在に　

　お客さまにとってより身近で充実したサー

ビスをお届けするために、静岡ガスでは、「ふ

れあい巡回」を行っています。

　ふれあい巡回では、お客さま一軒一軒を

ご訪問し、直接お客さまの声に耳を傾けな

がら、安心してガスをご使用していただくた

めの点検や、ガスを利用した快適な暮らし

のご提案などを行っています。

　ふれあい巡回には、お近くの「静岡ガス

エネリア」の社員がお伺いします。ご家庭

のエネルギーのことなら、“近くて頼れるエ

ネリア”になんでもご相談いただけるよう努

めています。

体感型ショールームで快適体験

　静岡ガスの体感型ショールーム（静岡、

富士、柿田川）では、さまざまなガス機器を

実際に使うことで「ガスの炎のある豊かで

快適な生活」を実感できます。専門のショ

ールームアドバイザーのサポートにより、ガス

と電気を比較しながらのクッキングやミスト

サウナなどを体験いただき、ガスと電気それ

ぞれの特性や最新ガス機器の安全性・快

適性を確認することができます。リフォーム

コーナーでは、お客さまのライフスタイルや生

活シーンに合わせたレイアウトや商品選び

のご相談にお応えしています。

　静岡ガスでは、省エネと経済性を追求し

ながら、より快適で、より便利な暮らしの提

案を積極的に進めていきます。

来るべき家庭用燃料電池の時代に向けて

　家庭用燃料電池が2009年から一般販
売されるというニュースが話題になっています。
静岡ガスでも、社内にプロジェクトチームを
つくり、燃料電池の時代に向けた取り組み
を行っています。プロジェクトチームでは、ハ
ウスメーカーと協働して、分譲住宅に燃料
電池を設置し、データやマーケットの分析な
どを行い、今後の本格的な普及に向けた準
備を進めています。

＜燃料電池の仕組み＞
都市ガス（天然ガス）などから水素を作り、空
気中の酸素と化学反応させ発電します。発電
時に発生するのは水だけで、環境に極めてや
さしい次世代を担うエネルギーとして期待され
ています。発電時に発生する熱も暖房や給湯
に利用できるので、85％という高いエネルギー
効率を実現します。

天然ガス 改質器 燃料電池

水

酸素（空気中）

電気

熱

水素

※「ピピッとコンロ」は東京ガス（株）の登録商標です。
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　当社は、国際環境マネジメントシステム規格「14001」の

認証を、2008年3月に取得しました。当社は、1998年7月に

「静岡ガス環境行動指針」を制定（2001年改訂）し、グル

ープをあげて環境への取り組みを続けてきました。そして

2007年4月からISO14001の認証取得に向けて本格的に

活動を開始。環境影響調査、環境目標設定、環境マニュア

ルの作成を進め、環境マニュアルを実践する運用期間を

経て、認証取得に至りました。

　認証取得後、環境保全に関する仕組みを整備し、PDCA

（Plan-Do-Check-Action）のサイクルを回すことで、継続

的・自主的に環境保全活動に取り組んでいます。

　2008年4月、当社と中部ガス（本社・愛知県豊橋市）は、

静岡‐浜松間を結ぶ高圧ガスパイプライン（静浜幹線）の建

設に合意しました。

　地球温暖化防止をはじめ環境問題への対応が迫られる

なか、産業界ではクリーンな天然ガスを活用する動きが広が

っています。静岡県中西部地域でも将来にわたり天然ガス

需要の増大が予測されています。これに応えて安定的かつ

経済的に天然ガスを供給するために、清水エル・エヌ・ジー

袖師基地から、浜松市の中部ガス南部供給所に至るパイプ

ラインを建設することにしたものです。

　総延長約113ｋｍのうち、清水エル・エヌ・ジー袖師基地

から安倍川右岸の「静浜幹線静岡ライン」は当社、安倍川

右岸から太田川（磐田市）右岸の「静浜幹線中央ライン」

約76ｋｍは、両社均等出資で5月に設立した「静浜パイプ

ライン（株）」が建設運営します。そして、太田川右岸以西の

「静浜幹線磐浜ライン」を中部ガスが建設します。2009年に

着工し、2013年から運用を開始する計画です。投資総額は

約350億円を予定しています。完成後は、このパイプラインを

通して、当社から中部ガスにガスが供給されることになります。

　静浜幹線の建設により、当社では清水エル・エヌ・ジー袖

師基地の稼動率が高まることによる経済性の向上、中部

ガスでは安定供給と供給能力の向上が期待できます。

天然ガスの広範な普及に向けて、2013年運用を目指す静岡ー浜松間のパイプライン建設へ

環境への取り組みを組織的・継続的に展開ISO14001認証を取得

ガスコンロのすべてのバーナーに安全センサー安心、便利、笑顔の「Siセンサーコンロ」

　2008年4月から製造されるガスコンロのすべてのバーナーに、安全センサーが搭載されています。業界では、安全センサー搭載

コンロを「Siセンサーコンロ」と命名し、シンボルマークとロゴマークも統一しました。

　「Si」とは、安心（Safety）、便利（Support）、笑顔（Smile）を約束する、賢い（intelligent）センサーを

搭載していることを意味し、次の4機能を標準装備しています。

TOPICS

登録証

〈環境方針〉（抜粋）

１． 地球温暖化防止への寄与

２． 循環型社会の形成、
　地域環境保全への貢献

３． 環境コミュニケーション活動の推進

４． 環境マネジメントの充実

５． 法規制等の順守

〈環境理念〉

静岡ガス環境行動指針

センサーが鍋底の温度を検知し、
約250℃になると自動消火します。

吹きこぼれや風で火が消えたら、自動
的にガスを止めます。

一定時間以上連続使用した場合、
自動消火します。

炒め物などの調理では、鍋底が250℃
になっても頻繁に消火をしないで火力
調節します。

「天ぷら油過熱防止装置」
（安全機能）

「立ち消え安全装置」
（安全機能）

「コンロ&グリル消し忘れ消火機能」
（安全機能）

「早切れ防止機能」
（便利機能）

静岡‐浜松間高圧ガスパイプライン「静浜幹線」

静岡ガス岩崎社長（左）と中部ガス中村社長

静岡ガスは、クリーンエネルギー天然ガスの普及拡大と安定供給を使命とし、

資源とエネルギーの効率的な利用を追及しながら、環境と調和のとれた豊かな

地域社会の実現に貢献します。

火が消えると
ガスを遮断

加熱中 加熱中 炒め物等は
消火しません

一定時間で
自動消火

加熱中

SHIZUOKA

HAMAMATSU
静浜幹線
磐浜ライン

静浜幹線
静岡ライン

静浜幹線
中央ライン

※ロゴマーク

ここが温度を感知する安全センサー
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有形固定資産

1 point

固定負債

2 point

売上高

3 point

有形固定資産

1point

売上原価

4 point

売上原価

4point

営業活動によるキャッシュ・フロー

5 point

投資活動によるキャッシュ・フロー

6 point

財務活動によるキャッシュ・フロー
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中間連結貸借対照表 （単位：百万円） （単位：百万円） （単位：百万円） （単位：百万円）

前期当中間期
（2008年6月30日現在） （2007年12月31日現在）

前期当中間期
（2008年6月30日現在） （2007年12月31日現在）

中間連結損益計算書 中間連結キャッシュ・フロー計算書
当中間期 前中間期
2008年1月1日から
2008年6月30日まで

2007年1月1日から
2007年6月30日まで

当中間期 前中間期
2008年1月1日から
2008年6月30日まで

2007年1月1日から
2007年6月30日まで

資産の部 負債の部

純資産の部

固定資産
　有形固定資産
　無形固定資産
　投資その他の資産
流動資産
　　現金及び預金
　　受取手形及び売掛金
　　たな卸資産
　　その他
繰延資産

資産合計

93,815

77,591

2,052

14,172

18,280

1,972

8,025

4,816

3,465

227

112,324

94,679

78,324

2,967

13,388

18,523

1,998

8,522

5,669

2,332

160

113,363

固定負債
流動負債
引当金

負債合計

株主資本
評価・換算差額等
少数株主持分

純資産合計

負債純資産合計

売上高
　　売上原価
売上総利益
　　供給販売費及び一般管理費
営業利益
　　営業外収益
　　営業外費用
経常利益
　　特別利益
　　特別損失
税金等調整前中間純利益
　　法人税、住民税及び事業税
　　法人税等調整額
　　少数株主利益
中間純利益

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物の増減（△）額

現金及び現金同等物の期首残高

現金及び現金同等物の中間期末残高

39,905

23,496

148

63,550

40,209

4,054

5,549

49,813

113,363

38,524

23,520

181

62,227

40,063

4,596

5,437

50,096

112,324

45,938

29,959

15,979

11,280

4,698

303

453

4,549

189

ー

4,738

1,538

241

370

2,587

5,486

△ 6,006

566

46

1,916

1,962

9,082

△ 7,346

△ 428

1,307

8,021

9,328

56,089

43,220

12,868

11,859

1,009

260

447

822

77

1

898

470

△ 144

121

451

（　　　　　  ）（　　　　　 ） （　　　　　  ）（　　　　　 ）
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連結財務諸表（要旨）

既存設備の償却が進む一方で、

「第３号ＬＮＧタンク（2009年末

完成予定）」など、今後の天然

ガス拡販に向けた設備投資を

行いました。

当中間期前期

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

（単位：百万円）

0

新たな設備資金の借入れを実

施しました。

当中間期前期

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

（単位：百万円）

0

ガス販売量の増加や原料費

調整制度による販売単価の上

方調整などにより増収となりま

した。

当中間期前中間期

12,000

24,000

36,000

48,000

60,000

（単位：百万円）

0

原料高騰などにより税金等調

整前当期純利益が減少しま

した。

当中間期前中間期

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

（単位：百万円）

0

設備投資を行う一方で、貸付金

が減少しました。

当中間期前中間期

△8,000

△6,000

△4,000

△2,000

0

（単位：百万円）

△10,000

既存の借入金返済が進む一方

で、新たに設備資金を借入れま

した。

当中間期前中間期

△250

0

250

500

750

（単位：百万円）

△500

ガス販売量の増加に加え、原

料価格が急激かつ大幅に上昇

したことなどにより増加しました。

当中間期前中間期

12,000

24,000

36,000

48,000

60,000

（単位：百万円）

0

1

2

77,591 78,324 38,524 39,905 45,938

56,089

29,959

43,220

9,082

5,486

△7,346

△6,006

566

△428
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中間貸借対照表 （単位：百万円） （単位：百万円）

前期当中間期
（2008年6月30日現在）（2007年12月31日現在）

中間損益計算書
当中間期 前中間期
2008年1月1日から
2008年6月30日まで

2007年1月1日から
2007年6月30日まで

資産の部

負債の部

純資産の部

固定資産
流動資産
資産合計

固定負債
流動負債
負債合計

株主資本
評価・換算差額等
純資産合計
負債純資産合計

71,373
16,000
87,373

31,440
22,790
54,231

28,557
4,584
33,142
87,373

71,321
19,575
90,896

33,542
25,160
58,703

28,150
4,043
32,193
90,896

売上高
営業利益（△損失）
経常利益（△損失）
税引前中間純利益（△損失）
中間純利益（△損失）

38,244
2,466
2,599
2,659
1,680

6,279

ー
6,279

4,098

ー
4,098

18,202

△ 304
△ 102

ー

△ 407
17,795

△ 23

△0

△0
△ 23

28,557

△ 304
△ 102
△0

△ 407
28,150

4,584

△ 541
△ 541
4,043

33,142

△ 304
△ 102
△0

△ 541
△ 949
32,193

47,610
△ 329
△ 239
△ 232
△ 102

（　　　　　  ）（　　　　　 ）

6,279

ー
6,279

4,098

ー
4,098

18,264

△ 609
547

△ 61
18,202

△ 22

△0

△0
△ 23

28,620

△ 609
547
△0

△ 62
28,557

5,644

△ 1,059
△ 1,059
4,584

34,264

△ 609
547
△0

△ 1,059
△ 1,121
33,142

12

単体財務諸表（要旨）

（単位：百万円）中間連結株主資本等変動計算書

中間株主資本等変動計算書

（2008年1月1日から2008年6月30日まで）
当中間期

株主資本

資本金 株主資本合計

評価・換算
差額等

6,279

ー

6,279

4,098

ー

4,098

29,708

△ 304

451

147

29,855

△ 23

△0

△0

△ 23

40,063

△ 304

451

△0

146

40,209

4,596

△ 541

△ 541

4,054

50,096

△ 304

451

△0

△ 429

△ 283

49,813

5,437

111

111

5,549

前期末残高
当中間期変動額
　剰余金の配当
　中間純利益
　自己株式の取得
　株主資本以外の項目の
　当中間期変動額（純額）
当中間期変動額合計
当中間期末残高

資本剰余金 利益剰余金 自己株式
純資産合計少数株主持分

（単位：百万円）

（2007年1月1日から2007年12月31日まで）
前期

6,279

ー

6,279

4,098

ー

4,098

28,207

△ 609

2,109

1,500

29,708

△ 22

△0

△0

△ 23

38,563

△ 609

2,109

△0

1,499

40,063

5,672

△ 1,076

△ 1,076

4,596

49,104

△ 609

2,109

△0

△ 507

992

50,096

4,868

568

568

5,437

前期末残高
当期変動額
　剰余金の配当
　当期純利益
　自己株式の取得
　株主資本以外の項目の
　当期変動額（純額）
当期変動額合計
当期末残高 

株主資本

資本金 株主資本合計

評価・換算
差額等資本剰余金 利益剰余金 自己株式

純資産合計少数株主持分

（単位：百万円）

（2007年1月1日から2007年12月31日まで）
前期

前期末残高
当期変動額
　剰余金の配当
　当期純利益
　自己株式の取得
　株主資本以外の項目の
　当期変動額（純額）
当期変動額合計
当期末残高 

株主資本

資本金 株主資本合計
評価・換算
差額等資本剰余金 利益剰余金 自己株式

純資産合計

（単位：百万円）

（2008年1月1日から2008年6月30日まで）
当中間期

前期末残高
当中間期変動額
　剰余金の配当
　中間純利益
　自己株式の取得
　株主資本以外の項目の
　当中間期変動額（純額）
当中間期変動額合計
当中間期末残高

株主資本

資本金 株主資本合計
評価・換算
差額等資本剰余金 利益剰余金 自己株式

純資産合計
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アンケート結果のご
報告

多くのご回答ありがとうございました。

今回のアンケートでは、質問項目へのご回答のみならず、当社に対するご意見やご提案の他、多くの

励ましのお言葉をいただきました。当社では、株主さまから寄せていただいた貴重なお声を、これからの

経営や株主の皆さまへの情報発信に積極的に活かしてまいります。

第160期報告書で実施しましたアンケートにご協力いただき、厚く御礼申し上げます。株主の皆さま
からいただいたご意見やご要望の一部をご報告いたします。

●原油高の影響で、ガスへの燃料転換が進
むと考えられる。これは成長のチャンス。
  （40代 男性）

●豊かで快適な生活ができるのは、ガスがある
から。今後も安定供給を継続してほしい。
  （70代 女性）

●地震対策への前向きな姿勢がうかがえ、
安心できた。
  （60代 女性）

●社長インタビューは、分かりやすく読み応え
があった。
  （40代 男性）

●売上高は伸びているが、原料価格の高騰
により、利益が減少したことは残念。
  （60代 男性）

●オール電化に負けないよう、もっとガスの
特長をアピールすべき。
  （60代 女性）

●原料価格の上昇が続く厳しい環境だが、
さらなる経営努力を期待する。
  （50代 男性）

●株主優待制度の導入を検討してほしい。
  （60代 女性）

セグメント情報

都市ガスの製造・供給・販売
LNGの販売

59 61 58 58

500

400

600

300

200

100

2005年
中間期

2006年
中間期

2007年
中間期

2008年
中間期

0

●ガス販売量（単位：百万m3）

家庭用 卸供給業務用工業用

307

181

59

34
32

227

61

35
41

309

58

34

68

358

59

36

84

365

470

538

ガス

　ガス販売量は、前年同期比67百万ｍ3（14.4％）増の538百万ｍ3となりました。家

庭用は、年初の気温が前年同期に比べ低めに推移した影響などにより、前年同期

比1.1％増の59百万ｍ3となりました。工業用は、前年に開拓した大口需要家の通年

稼動による販売量増加などにより、前年同期比16.0％増の358百万ｍ3となりました。

業務用は、小口需要の新規開拓や、気温の影響による空調需要の増加などにより、

前年同期比6.2％増の36百万ｍ3となりました。卸供給は、卸供給先の需要増加に

より、前年同期比22.3％増の84百万ｍ3となりました。

　ガス売上高は、ガス販売量の増加や原料費調整制度による販売単価の上方調

整などにより、前年同期比22.8％増の45,420百万円となりました。一方、費用面では、

原料価格の大幅な上昇により売上原価が増加したことなどから、営業利益は62.5％

減の2,167百万円となりました。

LPG・その他のエネルギー
LPGの販売

オンサイト・エネルギーサービス

ガス工事の施工、ガス機器の販売、不動産の賃貸
住宅設備機器の販売・施工、車両・事務機器などのリース

（注）上記セグメント別の業績数値には、セグメント間の内部取引を含んでおります。

（注） 売上高の構成比は、外部顧客に対する
 売上高に基づいております。

（注）単位未満を切り捨てて表示しております。
 ガス販売量は、標準熱量を１ｍ3当たり
 ４５ＭＪ（メガジュール）換算で表示しております。

　ＬＰＧ販売は、お客さま数が順調に増加し、原料価格上昇にあわせ販売価格の調整も進ん

だことから、売上高は前年同期比21.1％増の7,133百万円、営業利益は65.0％増の427百万円

となりました。

　その他の事業の売上高は、エリア営業体制の推進によりガス機器売上は増加しましたが、

設備工事売上がグループ内の大型工事があった前年同期に比べ減少したことから、全体と

して14.0％減の7,221百万円となりました。また、エリア営業体制強化のための諸費用などが

増加したことから149百万円の営業損失となりました。

その他

ガス
80.6％

LPG・
その他
エネルギー
12.2％

その他
7.2％

●セグメント別売上高構成比
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株式の状況（2008年6月30日現在）

発行可能株式総数 240,000,000株

発行済株式の総数 76,192,950株

株　　主　　数 2,919名

●大株主（上位１０名）

 株主名 持株数（千株） 持株比率（％）

第一生命保険相互会社 4,687 6.15

ステート ストリート バンク アンド トラスト カンパニー 3,221 4.22

三菱商事株式会社 3,203 4.20

鈴与商事株式会社 3,081 4.04

東京瓦斯株式会社 3,011 3.95

東京電力株式会社 3,000 3.93

みずほ信託退職給付信託みずほコーポレート銀行口
再信託受託者資産管理サービス信託 

2,820 3.70

株式会社静岡銀行 2,682 3.52

鈴与株式会社 2,543 3.33

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 2,278 2.98

会社概要（2008年6月30日現在）

会　社　名 静岡瓦斯株式会社

設 　 　 立  1910年（明治43年）4月16日

資　本　金 6,279百万円

従 業 員 数  単体：638名　　連結：1,139名

●取締役および監査役

代表取締役会長 大石 司朗

代表取締役社長 岩崎 清悟

取　締　役 森田 和人　　　佐塚 一仁

 宮坂 広志　　　杉山 寛

 戸野谷 宏　　　松浦 康男

 兼坂 光則

常勤監査役 上野 健二郎　　羽間 昭夫

監　査　役 野末 寿一　　　稲葉 孝宏

●事業所

本 　 　 社 静岡市駿河区八幡1-5-38

静 岡 支 社  静岡市駿河区池田28

富 士 支 社  富士市荒田島町10-52

東 部 支 社  沼津市岡一色809

●執行役員

取締役社長 岩崎 清悟

専務執行役員 森田 和人

常務執行役員 佐塚 一仁　　　宮坂 広志

 杉山 寛　　　　戸野谷 宏

 前野 克己　　　遠藤 正和

執 行 役 員  伊久美 豊　　　早川 清人

 上田 直弘

●所有者別株式分布状況
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●株価および出来高の推移

16.1%

30.7%35.6%

16.9%

個人・その他

証券会社
0.7% 

外国人

金融機関

その他国内法人
静岡ガスの事業について、より理解を深めていただくため、
株主の皆さまを対象とした施設見学会を行います。

コース名

見学施設

内　　容

日　　程

募集人数

Ａコース Ｂコース

エネリア静岡ショールーム
（静岡市駿河区）

清水ＬＮＧ袖師基地
（静岡市清水区）

体感型ショールーム見学
社長懇談会

ＬＮＧ受入基地見学
社長懇談会

2008年10月16日（木）
13：00～16：30（予定）

2008年10月21日（火）
13：00～16：30（予定）

エネリア静岡ショールーム

清水LNG袖師基地

30名（先着順） 30名（先着順）

施設見学会のご案内

参加希望の方は、同封のアンケートはがき裏面のご希望コースを選択し、表面に住所、
氏名、電話番号をご記入の上、９月２６日（金）までにご返送ください。
別途、詳細についてご連絡させていただきます。なお、応募者多数の場合は、先着順と
させていただきます。

申込方法
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